
 

 

女子中高生の理系進路選択支援プログラム 

（令和５年度採択機関）令和５年度・６年度の取組に対する推進委員会所見 

１【八戸工業大学】  

「めざそう、はたらく理系女子」 

女性理系進学者の約 7 割が医療系といわれる青森県の状況を踏まえ、多様な理系分野を紹介し、理系

人材として働くイメージを具体化させるという、明確な目的を設定していた。実施担当者が中学校高校

を直接訪問してロールモデル冊子の配布や取組の説明をする丁寧な広報活動が、取組の知名度を上げる

ことにつながったと考えられる。サマーキャンプ、フィールドワーク実習など、独創性の高い取組が展

開された。学内に STEAM 女子推進・支援室が設置されるなど、実施体制の充実が見られた。 

一方で保護者へのアプローチとして、保護者が必要とする情報や問題意識を踏まえ、内容および時期

を検討しながら取組を継続することが望ましい。引き続き学内の協力体制を拡充するとともに、教育委

員会を巻き込んで公立学校へのアプローチを強化し、地域に根差した取組になることを期待する。 

 

 

２【茨城大学】  

「地元茨城県北部で、技術者として働く誇りと喜びを－工学を自身・他者・地域のために活用する女

性の育成－」 

女子学生数が少ない工学部が主体となり、「ものづくり」を中心に据えた取組を実施した。コーデ

ィネータの活動により、企業の持つ高い技術力の体験や女性技術者との交流ができるバスツアーな

ど、民間企業との連携の強さを生かした取組が行われた。高校への出前授業や研究室訪問、ものづく

り体験教室など、多様な取組が展開された。また、日立市教育委員会と連携して、市内の学校を対象

とした実施希望調査が行われるなど、中学生が参加しやすい取組の内容や時期への配慮が見られた。 

一方で、ものづくり体験教室や出前授業に参加した女子中高生が少ないなどの課題も見受けられ

る。教員を対象にした研修会についても、より参加しやすい開催形式や取組内容の更なる改善が望ま

れる。工学部が主体となって日立市および水戸市で取組を実施しており、工学系人材の発掘・育成を

進めつつ、他の理系学部や地域にも波及させ、地域に根差した取組が継続することを期待する。 

 

 

３【東邦大学】  

「みんなが輝く未来のサイエンス」 

理学部教育開発センターが主体となり、理学部の学生のアンケート結果をもとに、生徒の進路選択に

深く関わる保護者・教員に焦点を当てた取組が行われた。この取組は教員向けの研修会に認定されるな

ど、市の教育委員会との協力関係の構築につながった。広報活動において、TikTok、YouTube などの

中高生に馴染みのあるツールを活用していることも特徴である。 

一方で、今後も取組が継続されるように大学内の実施体制の見直しを図り、協力者を増やしていく方

策を検討願いたい。教育委員会との連携を通じて、中高教員が現場で感じている理系女性が少ない理由

や原因を把握することが望まれる。また、連携協定校の私立学校のみならず、地元教育委員会の協力の

もと、公立中学校にも取組が広がることを期待する。 

 



 

 

４【埼玉大学】  

「理工系の豊かなイメージと多様な未来を！ 彩の国・理工系進路選択エンカレッジプログラム」 

埼玉県教育委員会、さいたま市および市町村教育委員会との連携により、県内の幅広い地域で出前授

業を実施して多くの中高生へアプローチし、理系への関心を高める取組を行った。出前授業のテーマも

多く、中学校や高校の教員と懇談の場をもち、課題把握に努めることで実施校を増やした。埼玉理数科

教育連絡協議会を通して、多くの高校教員にアプローチしていた。また、オンデマンド動画作成・配信

は、女性研究者、技術者のロールモデルの周知に役立った。4年間の取組を通してプログラムが広く認

知され、着実に裾野を広げた。コーディネータを中心とした推進体制も充実させた。 

一方で、充実した動画コンテンツのより効果的な発信方法・活用方法を検討願いたい。サテライト型

のイベントとして挑戦した文理融合型ワークショップについては、周知方法の改善が望まれる。出前授

業の他にも、理系への関心が薄い生徒に対する取組をより一層拡充することを期待する。 

 

 

５【お茶の水女子大学】  

「理系フロントランナー・シーズ発掘・育成・強化プログラム」 

シーズ発掘、育成、強化を目的とした企画を構成し、幅広い理系への関心度やニーズに合わせて多様

な取組を実施した。特に、中学生を対象に「クイズから考える身のまわりのモノ・セミナー」を開催す

るなど、理系に関心の薄い層に対するコンテンツを充実させた。長年の実績に基づいたイベントの実施

に加え、保護者を対象とした講演会や企業と連携したSDGsセミナーなど、新しい取組を取り入れた。 

一方で、中高教員へのアプローチについて更なる強化が望まれるため、東京都や文京区の教育委員会

との連携を強化しながら取組の内容や日程を工夫することが必要である。また、女子中高生や保護者・

教員が、女子の理系進路選択に対してアンコンシャス・バイアスを持たないような環境づくりと取組の

更なる充実を期待する。 

 

 

６【岐阜大学】  

「ぎふ理系女子はばたき応援プロジェクト」 

岐阜大学の連携機関や岐阜県にある施設・ネットワークなど、地域の強みを生かした企画となってい

た。他の取組との併催で中高生・教員向けにバイアス研修を実施した点や、人口5万人未満の自治体へ

のアプローチとして、山県市および本巣市の中学校を対象に出前授業を行った点など、課題を明確に

し、改善に向けた工夫が見られた。また、プロジェクト紹介動画の作成や学校を通じたチラシの配布、

積極的なメディア活用など、多様な広報活動が展開された。 

一方で、保護者の参加者数には課題が残り、アプローチの強化が望まれる。オープンキャンパスなど

の多くの保護者が集まる機会を活用し、保護者が参加しやすい内容や開催形式について工夫が望まれ

る。教員への取組に関しても、引き続き校長会などへのアプローチや教育委員会・教育センターとの連

携を進めることを期待する。 

 

 

 

 



 

 

７【香川大学】  

「ダイバーシティ＆サイエンス理系選択応援プロジェクト」 

多様な参加者層に対応した取組が実施された。特に中高教員へのアプローチとして、県教育センター

の研修講座に教員研修を組み込み、総文祭プレ大会を活用するなど、県教育委員会と連携した活動が見

られた。また、海外の大学と日本の高校との研究交流発表会はユニークな取組であり、生徒の研究意欲

を刺激するとともに、グローバルな視点の醸成に寄与したと考えられる。加えて、多様な企業と連携

し、自己財源でコーディネータを配置するなど、全学的な実施体制も構築されている。 

一方で、高校の出前授業で女子生徒の参加が少ないことや、学校訪問以外の取組の募集人数が少ない

ことなどが課題として挙げられる。開催日や場所を工夫し、より多くの生徒に理系の関心を高める機会

を提供願いたい。加えて、アンコンシャス・バイアスを払拭するため、教員・保護者に対する積極的な

アプローチについても検討が望まれる。 

 

 

８【高知工業高等専門学校】  

「女性エンジニアがつくる土佐の国」 

地域の中学校とのつながりを生かして中学生に重点的にアプローチし、主に学校訪問によって参加実

績を上げた。高専女子学生や女性ロールモデルの講演をメインにするなど、親しみを持って参加できる

ように工夫していた。また、学内の女子学生組織の TGK が主体的に科学教室を企画・運営している点

は、持続性の観点からも重要である。高知大学、高知県立大学、高知工科大学と連携したイベントや理

系ロールモデルの提示も他の教育機関との連携事例として参考になる。 

一方で、TGK の科学教室は中高生の参加が少なく、特に中学生に対する理工系への興味を誘起する

工夫が必要である。中学生の理系科目への学習意欲を高める取組と合わせて、女子生徒の理系進路選択

を支援する活動を展開するための課題を洗い出し、今後の企画に反映願いたい。また、学校訪問に関し

ては、実施エリアの拡大など継続的な取組を期待する。 

 

 

９【大分大学】  

「女子中学生から女性開発者へのトランスフォーメーション－科学に「ときめく」女性の持続的育成

システム開発」 

令和 6 年度に実施した大学での模擬講義は、大分市内外の地域の中学生が大分大学を見学する機会を

提供した。また女子生徒の進学率が低いという地域の課題を解消する手立てとしても、大学進学・理系

進学を将来の選択肢として見いだす機会になったと考えられる。さらに教育マネジメント機構 STEAM

教育推進センターが立ち上がり、支援終了後の継続を見据えた情報共有を始めるなど、持続可能な体制

へと移行した。大分県教育庁、大分市教育委員会の他、複数の市町教育委員会への働きかけも始める予

定であり、実施エリアの拡大に期待が持てる。 

一方で、大学内の実施体制は整いつつあるが、これまで実施してきた取組の効果検証と、女子中高生

の理系進路選択に関わる地域の課題を解消するための今後の展開について、教育委員会や連携企業とも

検討願いたい。複数日にわたるイベントの参加者募集、保護者・教員向けの取組の拡充を期待する。 

 

 



 

 

10【宮崎大学】  

「集まれ！宮崎アマテラスガールズ～サイエンスの岩戸を開けてみよう～」 

1 年目の課題の解決に向け、2 年目は SSH 指定校との連携による中学生へのアプローチ、連携機関の

開拓、HP のリニューアルや SNS による広報活動の強化に取り組んだことで、多くの成果を挙げた。ま

た、宮崎県教育委員会との協力関係を生かし、学校訪問などの関心の薄い層へ数多くの取組を実施し

た。これらの取組をグラフィックレコーディングとして HP 上で報告することで、女子中高生・保護

者・教員の新たな参加を促した。往復はがきを用いて参加者の進路選択を追跡調査する手法は、高い回

収率を実現するための工夫として特徴的である。 

 一方で、一部の業務担当者への負担集中が懸念される。取組が継続的に実施されるよう、より全学的

な運営体制を構築することが望まれる。また、宮崎市、延岡市、日向市、都城市、日南市の各教育委員

会との連携を生かし、中学校教員へのアプローチについても検討願いたい。 


